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、9 謹んで新春のお慶びを申し上げます0。

本年は福祉クラブ生協第8次5ヵ年計画がスタートします。
私たちの活動とおおぜいの参加で 「福祉のまちづくり」を 一層允実したものにしていきます。

福祉クラブ生協にとって多くの挑戦と成長の年、 勢いのある年にしたいと思います。

福祉クラブ生協理事長 有賀恵子
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生産者の顔が見える「共同購入」だからできるコト

一人ひとりが者え、行動•選択するために
スーパーの棚からお米が消えた！

合和の米鵬動輻道

お米は日本の食文化を支える大切な主食で
すが、この夏、さまざまな要因が重なり、スーパ
ー 等の店頭での品薄や購入制限がありました。
「米不足」 「令和の米騒動」との連日のニュ ース
報道は記憶に新しいと思います。

コメ離れからの回復？なのに…

長年 「コメ離れ」として ―

10万トンペースで需要下
落傾向が続 いていた中、
農林水産省の需要動向に
よると2024年6月までの1年間はll万トン
増。また総務省の家計調査でも、2024年に入る
とコメの販売数量(2人以上世帯）は、前年同期
比102.4％と増加傾向です。しかし国の政策と
して 「主食用米」の作付けは減少しています。こ
れは、農家の高齢化、後継者問題に加えて、引き

続き米の需要減少を前提としているもので、米
に代わる麦、大豆飼料作物の本作化や、新市場
開拓用米（輸出用米、業務用米など）促進への予
算が確保されています。これでは、従来の主食
用米は、今後も不足することが考えられ、真摯
に米づくりを取り組む農家さんを追い込みか
ねない状況でもあるのです。

近年の気候危機

全国各地で大雨や洪水
被害、 また猛暑による収 I

•

穫皇減少、 品質の低下で
流通量も減少し、米不足
に も拍車が かかり ま し

災害支援、手で稲刈り

た。2024年7月には、山形県庄内地方が豪雨に
見舞われました。水田は広域にわたり土砂・土
木流入、冠水等の被害が発生し、生活クラブ連
合グルー プ全体130人以上が災害支援として
現地に出向きました。

私たちができることは、

消費材を食べ続けること

生産者と直接手を取り合い、「食べつづける
約束」 「作りつづける約束」をして信頼関係を築
いています。今回のような災害や市場、政策に
振り回されないためにも、継続して消費するこ
とが生産者への応援となり、水田のある産地の
景観、地域の産業、持続可能な未来の食を守る
ことにつながります。

私たち一人ひとりが 「食」に関心を持ち行動・
選択することを考えてみ ませんか。共同購入
「よやくらぶ」を利用しましょう。 （有賀）
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（ 第29回ふくしまつりを開催しました J 
テ ー マ味来につなこう！地域に拡げるたすけあい』
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地域の方や組合員、生産者、ワ ー カーズコ 導入に充て、外出が困難な方や障がいがある
レクティブ、職員が集い「たすけあいの輪」を 方の外出支援の活動を拡げていきます。皆さ
拡げるチャリティ ー イベントとしての機会
となりました。来場者2,630人、生産者43団
体、地域から36団体の参加。21会場でイベン
トや模擬店、フ ー ドドライブ、健康チェック
など実施しました。

フ ードドライブでは缶詰が100個集まり、
「フ ードバンクかながわ」へお届けし、必要な
家庭や団体等への活用につなげました。まつ
り収益金とカンパ金は253万円。福祉車両の

んのこ参加、こ協力ありがとうこざいました。
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